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本研 究 で は、 山 村 社会 の 社 会経 済 構 造を 捉 え るた め に 、林 業 経 営と 地 域 社 会

組織 の 連 関に つ い て解 明 す るこ と を 課題 と し た 。 特 に 、大 規 模 林家 及 び 山守 層

（山 世 話 ）を 中 心 とし た 社 会関 係 を 考察 し た 。さ ら に 、村 落 を 越え た 山 林の 所

有や 管 理 の展 開 に 着目 し て 考察 を 行 った 。 山 守層 と は 、山 林 地 主か ら 委 託さ れ

た山 林 管 理者 を 指 す。 本 研 究の 調 査 対象 地 域 であ る 大 規模 林 業 地帯 の 三 重県 松

阪市 波 瀬 地区 に は 、山 世 話 と呼 ば れ る山 林 管 理者 が 村 落単 位 で 存在 し て きた 。  

現在 、 過 疎高 齢 化 や I タ ー ン者 の 増 加を 背 景 に、 山 村 への 注 目 が高 ま っ てい

る。 そ う した 状 況 下で 、 村 落を 中 心 とし た 従 来の 地 域 資源 管 理 の単 位 を 、流 域

等の よ り 広域 的 な ネッ ト ワ ーク を 視 野に 収 め た研 究 が なさ れ て いる 。 農 山村 や

中山 間 地 域と い う 用語 が 用 いら れ る 際、 平 場 農村 に お ける 生 産 力や 社 会 関 係 の

在り 方 が 連想 さ れ がち で あ った 。 実 際に は 、 平場 農 村 と山 村 で は生 産 力 に大 き

な違 い が 存在 す る 。ま た 、 戦後 に 山 林解 放 が 行わ れ な かっ た た め、 山 村 は農 村

に比 べ 社 会関 係 の 固定 性 ・ 安定 性 が 見ら れ る とさ れ て きた 。 こ れま で 大 規模 林

業地 帯 に 関し て は 主に 林 業 経営 に 着 目し た 研 究が 行 わ れて き た が、 経 営 的な 社

会関 係 だ けで な く 様々 な 生 活の 場 面 にお け る 相互 扶 助 が、 林 業 経営 を 支 える 側

面も 無 視 でき な い。本研 究 で は、山 村特 有の 社 会 経済 構 造 を明 ら か にす る た め、

山世 話 に 着目 し て 大規 模 林 業地 帯 の 山林 管 理 と地 域 社 会組 織 の 連関 を 考 察 し た 。 

第 1 章 で は 、大 規 模林 業 地 帯で あ る 三重 県 松 阪市 波 瀬 地区 山 世 話に よ る 山林

管理 が ど のよ う に 展開 し た か を 考 察 した 。 1 8 9 9 年（ 明 治 3 2 年 ） に部 落 有 林野

統一 事 業 が進 め ら れた こ と を契 機 と して 成 立 した 波 瀬 村有 林 の 歩口 山 制 度は 、

長期 に わ たっ て 波 瀬村 の 重 要な 財 源 とな る 歩 口金 を も たら し た 。 本 章 で は、 歩



口山 制 度 によ る 波 瀬村 財 政 の安 定 化 と不 在 地 主の 山 林 管理 の た めに 、 山 世話 制

度が 不 可 欠で あ っ たこ と を 示 し た 。2 0 0 0 年 代 に入 る と、林業 不 況 の長 期 化 や労

働力 不 足 によ っ て 、 大 規 模 林家 や 不 在地 主 の 林業 経 営 に大 き な 転換 （ 町 外出 身

者の 雇 用 や森 林 組 合へ の 管 理委 託 ） が起 き た こと を 示 した 。 そ の上 で 、 明治 時

代か ら 村 落を 越 え た山 林 所 有が 行 わ れ 戦 後 に 村有 林 が 私有 林 と なり 定 着 した た

め、 山 世 話に よ る 山林 管 理 が 長 年 に わた り 行 われ て き たこ と を 明ら か に した 。  

第 2 章 で は、波 瀬 地区 で 山 林管 理・地域 社 会 内外 の 結 節点 と し て山 世 話 が果

たし て き た役 割 を 明ら か に した 。 ま ず山 世 話 の役 割 に 着目 す る 背景 と し て、 林

業経 営 論 やコ モ ン ズ論 な ど の先 行 研 究 の 整 理 を行 っ た 。 2 0 1 3 年 4 月か ら 2 0 1 5

年 6 月 ま での 波 瀬 地区 の 山 世話・山 林地 主 へ の調 査 事 例を 元 に、山 世 話 によ る

山林 管 理 体制 を 分 析し た 。 山世 話 と 不在 地 主 の信 頼 関 係 が 、 熟 練技 術 に よる 長

期間 の 山 林管 理 や 、契 約 関 係を 越 え た関 係 に より 結 ば れる こ と で、 広 域 的な ネ

ット ワ ー クに 及 ぶ 地域 資 源 管理 が 行 われ て き たこ と を 明ら か に した 。  

第 3 章 で は、林 業 経営・林業 労 働 組 織が 変 容 する 中 で 賃金 体 系 にお い て 月給

制が 貫 徹 せず に 、 出来 高 制 が残 存 し てい る こ とに つ い て考 察 を 行っ た 。 長年 に

わた る 出 来高 制 の 維持 は 、経 営 者 で ある T 社と 山 林 労 務者 の 双 方の 間 で 、不 可

欠な も の とし て 肯 定的 に 捉 えら れ て きた た め であ る こ とを 示 し た。 経 営 者と し

ては 、 出 来高 制 の 維持 は 労 働力 の 確 保と 山 林 管理 の 維 持を 実 現 する 上 で 不可 欠

であ っ た 。山 林 労 務者 側 も 、出 来 高 制に よ り 家の 活 動 や村 落 活 動や 副 業 ・趣 味

に関 す る 活動 を 必 要に 応 じ て 実 現 し てき た 。 出来 高 制 を通 し て 、大 規 模 林家 が

熟練 の 山 林労 務 者 を確 保 し 、山 林 管理 を長 年 維 持し て き たこ と を 明ら か に した 。 

第 4 章 で は、1 9 8 1 年に 設 立 され 現 在 も 存 続 し てい る 松 阪市 波 瀬 地区 の 波 瀬む

らづ く り 協議 会 を 事例 に 、 広域 的 な 住民 自 治 組織 の 機 能と 担 い 手 に つ い て考 察

した 。 全 国の 農 山 村地 域 で 集落 再 生 等を 目 的 とし て 、 広域 的 な 住民 自 治 組織 の

設立 が 2 0 0 0 年 以降 特に 進 め られ て い る。広 域的 な 住 民自 治 組 織 の 機能 と し て 、

従来 の 住 民自 治 組 織と の 住 み分 け や 生活 環 境 整備 の 補 完を 行 っ てい る こ とを 明

らか に し た。 ま た 、担 い 手 につ い て は、 発 足 当初 か ら 長年 に わ たり 会 長 であ っ

た大 規 模 林家 T 氏 から 、 2 0 0 3 年 に素 材生 産 業者 K 氏へ と会 長 の 交代 が あ り 、 I

ター ン 者 や女 性 等 の新 た な 担い 手 が 波瀬 地 区 の自 治 活 動に 参 加 する よ う にな っ

た過 程 を 明ら か に した 。 さ らに 、 新 たな 担 い 手の 参 加 によ り 、 大規 模 林 家― 山

世話 ・ 自 営林 家 ― 山林 労 務 者の 林 業 ネッ ト ワ ーク に 基 づく 地 域 運営 が 補 完さ れ

たこ と を 示唆 し た 。  

終章 で は 、議 論 を 総括 し 、 大規 模 林 業地 帯 に おい て 、 大規 模 林 家― 山 守 層・

自営 林 家 ―山 林 労 務者 の つ なが り に よっ て 形 成さ れ た 、広 域 的 な地 域 社 会の 展

開を 把 握 した 。 広 域的 な 住 民自 治 組 織と 従 来 の住 民 自 治組 織 を つな ぐ 存 在と し

て山 世 話 が重 要 な 役割 を 果 たし て き たこ と を 明ら か に した 。 そ して 、 大 規模 林

業地 帯 に 特有 な 社 会関 係 に 基づ い た 山村 社 会 の自 治 や 地域 資 源 管理 に 着 目す る

こと の 、 現代 的 意 義を 示 唆 した 。  

 


